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梅加工飲料を対象とした残留オキシテトラサイクリン試験法の検討
○平田祥太郎 1）2），星　英之 2）

1）（地独）大安研， 2）大阪公大

1．はじめに：オキシテトラサイクリン（OTC）は抗生物質の
一種であり、農薬（殺菌剤）として多様な果実に散布されてい
る [1]。梅栽培ではかいよう病（シュードモナス属菌による病
害）の防除でOTCが散布されており、梅に残留基準 0.2 ppm
が設定されている。梅ジュースや梅酒にOTCが残留するおそ
れがあるが、梅加工飲料を対象としたOTC試験法はこれまで
未確立である。本研究では梅加工飲料を対象にOTC試験法を
検討した。合わせて梅加工飲料中のエタノールが分析に与え
る影響についても報告する。
2．材料および方法：（1）試料：和歌山県産の梅ジュースおよ
び梅酒（エタノール含有量表示 10 %）を用いた。（2）試験操作
およびHPLC条件：発表者らのりんごジュース中OTC試験法
を応用した（以下、応用法）[2]。（3）性能評価：真度/精度は添
加回収試験（添加濃度 0.2μg/g、1 日 2 併行、5 日間）で得られ
た回収率から算出した。梅加工飲料中のエタノールが回収率
に与える影響を評価するために、模擬梅酒（エタノール含有
量 10 %）および対照試料（エタノール含有量 0 %）における回
収率（5 併行）を比較した。模擬梅酒は梅ジュース 90 mLにエ
タノール 10 mLを加えて、対照試料は梅ジュース 90 mLに超

純水 10 mLを加えて調製した。
3．結　果：（1）梅ジュースおよび梅酒を対象とした添加回収
試験では、十分な真度（90 %および 75 %）、併行精度（7 %以
下）、室内精度（8 %以下）が確認された。応用法の性能は厚
生労働省妥当性確認ガイドラインの目標値を満たしていた。
一方、梅ジュースと梅酒で真度の差が確認された。（2）回収率
の中央値は模擬梅酒で 90 %、対照試料で 79 %であった。マ
ン・ホイットニーのU検定（有意水準 0.05）を行ったところ、
2 群間に有意差が認められた。これより、梅加工飲料中エタ
ノールによりOTC回収率に差が生じることが分かった。
4．考察および結語：本法は簡便な試験法であり、多くの検
査機関におけるモニタリング検査の中で運用できるものと考
えられた。一方、梅加工飲料中エタノールによる回収率低下
については、その原因を模索する予定である。
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兵庫県における下水中のA型インフルエンザウイルスの定量調査
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1．はじめに：近年、下水サーベイランスは、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）の発生動向や変異状況を把握する
ツールとして注目され、他の病原体についても各地で試みが
進められている。当所では、県内のインフルエンザにおける
下水サーベイランスの有用性を評価することを目的として、
処理場流入下水中のA型インフルエンザウイルス（以下IAV）
の定量調査を試みたので報告する。
2．材料および方法：令和 5 年 6 月 19 日～11 月 27 日までの週
1～3 回、県内 2 処理場で採取された流入下水 134 検体中 112
検体（各処理場56検体）を供試した。試料の前処理、精製、RT
反応、リアルタイムPCR法による定量測定は、EPISENS-S法
1）（北大シオノギ法）により分析した。IAVの定量は、インフ
ルエンザ診断マニュアル（国立感染症研究所）記載のType A
の検出法に基づいた。また、インフルエンザの流行状況は、
県の感染症発生動向調査に基づく定点当たりの患者報告数の
データを用いた。
3．結　果：IAVのRNA検出、定量結果は、A処理場は検出
率 86％、濃度はN.D～6.9 × 103（Copies/L）、B処理場は検出
率82％、濃度はN.D～1.1×104（Copies/L）であった。IAV濃

度の週平均値と流域における定点当たりの患者報告数を比較
すると、両処理場共に、これらのトレンドが概ね一致してお
り、相関が見られた（相関係数 A処理場：r=0.84， B処理場：
r=0.90）。ただし、A処理場の第 38 週やB処理場の第 47 週な
どの一部の週では、IAV濃度の週平均値と患者報告数の異な
る動態が見られた。 
4．考　察：今回の結果から、各処理場におけるIAV濃度の
週平均値は、その流域のインフルエンザの流行トレンドと概
ね一致しており、地域の流行の把握に有用な情報となること
が示唆された。しかしながら、雨水、工場排水の流入による
希釈、サンプリング方法等の様々な要因によりばらつきが生
じることが考えられ、今回の調査で動態が異なった週を中心
に、その要因を分析し補正するなど、精度を高めるための更
なる検討が必要と考えられた。
1）Science of The Total Environment Volume 843， 15 
October 2022， 157101
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